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前提

• 本システムは令和3年5月稼働予定の川崎市総合防災システムを活用し、一
部の機能等を改修の上、令和4年4月稼働予定で構築するシステムである。

• ただし、令和3年7月に暫定版での稼働を予定しており、暫定版は機能改修
を実施していない状態でリリースするものである。そのため、暫定版と本稼
働版では一部の機能・入力画面に差異がある。

• 本資料における各画面については、川崎市総合防災システムで使用するパッ
ケージソフトの画面であり、暫定版・本稼働版との実際の画面等とは異なる
が本システムのイメージとしてお示しするものである。
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災害時に必要な被害情報を収集・集約し、災害対策本部における意思決定を支援

防災システムパッケージについて

①

②③

④
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防災システムパッケージ機能の活用
・一斉連絡
・支援要請に応じた支援
・施設備蓄状況の把握
・国・県への報告
・システム管理 など

・被害状況の報告
・支援要請の有無
・備蓄状況の報告
・関係各所との連絡
・二次避難所参集状況 など

・関係各所との連絡、調整
・被害状況の報告 など
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①施設被害状況管理機能

5



6



②指示・連絡機能
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③被害登録機能
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④備蓄物資管理機能
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スマートフォンにも対応
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2021年 2022年

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

契約締結 ★

要件定義

改修設計

データ整備
(入所系)
ID設定
(入所系)
データ整備
(通所・訪問等)

構築
(カスタマイズ)

設定・テスト

管理者研修 ● ●

一部稼働 ☆

全稼働 ★

疎通訓練

全体スケジュール

防災パッケージのまま、
機能を限定して使用開始

健康福祉局様向け開発期間
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